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循環心停止下に回旋枝末梢 で冠動脈療結紫術施行.

術後 レ ニ ン アル ドス テロ ン異常高値となり治療抵

抗性低血圧および高度低カ リウム 血症となり治療

に難渋 した . 術後冠動脈造影で は回旋枝 は近位部

より閉塞 して い た .

1 6 　 腹 部 大 動 脈 瘤 手 術 後 の 消 化 器 合 併 症

登坂 有子 ・ 名村 理

中 山 卓 ・ 青木 賢治
林純一（新潟大学第二外科）

【は じ め に】 腎動 脈下 腹部 大 動 脈癌 ( 以 下

A A A) 手術にお ける消化器合併症 の 危険因子 に

つ い て 検討した .

【対象と方法】 当科 で経験 した A A A IOO 例を

対象と した . 術前因子14項 目
,
術中因子 6 項目の

計2 0 項目に つ い て , 術後イ レ ウス ,
虚血性 ･ 壊死

性腸炎の発生との 関連に つ い て検討した .

【結果】 イ レ ウ ス は30 例 で , 開腹 の 有無 ,
I M A

再建の 有無で有意差を認め た . 虚血性 ･ 壊死性腸

炎 は8 例で , 同時手術例 , 開腹既往例 , D IC 合併

例 で高額度で あ っ た .
I M A か つ 左 右内腸骨動脈

の 血行を温存ない し再建した例に虚血性
･ 壊死性

腸炎の合併例は存在しなか っ た .

ほ とめ】 虚血性
･ 壊死性腸炎な どの 血管病変

に関連すると思われる消化器合併症 は術前全身状

態不良例に生 じやすく, こ の ような症例 で は積極

的な血行再建を考慮する必要がある .

1 7 　 左 肺 動 脈 欠 損 を 合 併 し た フ ァ ロ ー四徴症心内

修復術後に長期追跡が可能であった一例

渡 辺 弘 ・ 高 橋 昌
羽賀 学 ・登坂有子

林 純 一 （ 新 潟 大 学 大 学 院
医歯学総合研究科
呼吸循環外科分野）

-

側肺動脈欠損 は比較的まれな先天性心疾患で ,

フ ァ ロ ー 四徴症と の合併が報告されて い る . フ ァ

ロ ー 四徴症の心内修復術にお い て は肺血管床の発

育が重要で あり,
- 側肺動脈欠損を合併す る場合

は
, 手術お よび遠隔成績に間違を有す る可能性が

大きい . われわれ は術後26 年に渡り追跡 が可能 で

あ っ た 一 例を経験 した の で報告する . 症例は37 歳
,

男性 . 3 歳時にブ ロ ッ ク 手術 を施行し ,
11 歳時 に

t r a n s a n n ul a r p a t c b によ る心内修復術 を行 っ た .

左肺動脈は存在せ ず, 再建 で きなか っ た . 術後の

心臓カ テ ー

テ ル検査 で は , 肺動脈庄 は60 / 10 と肺

高血圧を認め た . 術後は通常の社会生活が可能 で

あっ た . 術後8 年時の心臓カテ
ー

テ ル 検査で は肺

動脈庄は45/ 0 ( 19) と低下 して い た . イ ソ プロ テ

レ ノ ー ル負荷で は右室庄は60/ 0 か ら75/ 0 へ と軽

度の 上昇が認められた . 術後2 6 年時の 心臓 カ テ
ー

テ ル検査 で は肺 動脈庄 は19/ 0 ( 7 ) と肺動脆庄

は正常値で あっ た . イ ソ プロ テ レ ノ ー ル 負荷 に よ

り右室庄50/ 0 - 80/ 0 , 肺動脈庄2 9/ 9 ( 16) - 2 3

/ o ( 9 ) と推移 した .

-

側肺動脈欠損 を合併 した

フ ァ ロ
ー

四徴症術後の 遠隔期に肺動脈庄は低下 し

ており, 運動負荷 に対応で きる状態で あ っ た .

1 8 　 長 期 経 過 後 肝 転 移 を 来 し た 十 二指腸平滑筋肉

腫の一例

渡辺真実・ 黒崎 功
飯合恒夫・ 小出 則彦
横山 直行 ・ 池 田 義之
畠山 勝義

症例は53 歳男性 . 199 3 年当院にて十二 指腸平滑

筋肉腫にて幽門側温存陣頭十二 指腸切除術施行し

た . 2001 年10 月肝機能異常を主訴 に当科受診し,

平滑筋肉腫肝転移と診断され ,
肝 中央2 区域切 除

術を施行された .

小腸平滑筋肉腫の 転移再発形式として は肝転移

が最も多く
,
同時性 で20 - 30 %

, 異時性 で70 - 80

% の 額度で ある . 異時性肝転移例で は原発巣 の 切

除か ら肝転移 の 出現ま で が平均24 - 45 ケ 月とさ

れて い るが
,
5 年以上経過 して 出現す る例 も認 め

られ る . 今回わ れわれは原発巣切除後8 年経過後

に 発見され た異時性肝転移 に対 し肝切除を施行 し

得た小腸平滑筋肉腫の
一 例を経験 した の で

,
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的考察を加え報告する .




